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学校教育目標  「 大好き芦田  大好きみんな 大好き自分」 今月は大好き自分！！ 

 

「三寒四温」とはいかなくとも、先日、14 日(日)の温かさ、15 日(月)の寒波に体が適応

できないほどの温度差を感じながらも、春は近づきつつあるのでしょう。 

 平成 28 年がスタートし、すでに 1 か月半が経ちました。３学期の始業式では「一年の

計は元旦にあり」ということで、子どもたちはみんな新しい目標を考えて登校しました。

２月の校長講話では、その目標・夢を実現するため「努力」の話をしました。 

「夢・目標の壺」の話をとおして･･･ 諦めない心で夢を実現 

今回の校長講話では、子どもたちに「夢・目標の壺」

を見せ、壺に柄杓(ひしゃく)で水を何回も注ぎました。

途中、わざと油断してこぼすところもありますが、遂

に壺一杯になって溢れるところを見せました。 

 そこで、子どもたちに「どんなことを思ったか」聞

いてみました。 

「きっちりと努力しないと、失敗することがある」 

「努力を続ければ、夢は必ずかなう」と言った感想

でした。 

特に私が伝えたかったことは、『努力してもなかな

か成果が出ない時がある。でもそれはこの壺のように

見えないだけで、必ず努力の水は貯まっています。だから、諦めずに努力すればいつか夢・

目標はかなう･･･』ということです。子どもたちも、新たに決めた目標を実現するために、

日々努力を重ねてほしいと思っています。 

  

   笹倉鉄平展から････ 「受け止め次第で・・・夢に近づいてゆくのだ」 

 現在、丹波市立上野記念美術館で「笹倉鉄平展」が 3/21

まで開催されています。彼は、私の二級上の姉と同級生で

高校時代同じクラスだったということもあり、姉と鑑賞に

行ってきました。私は数年前まで名前は何度か聞いたこと

はありましたが、詳しいことは知りませんでした。 

ところが、平成 25 年、ある新聞の元旦号に「笹倉鉄平」

の特集が組まれ、「今日が始まる」とその他の作品が掲載さ

れ、笹倉鉄平の画家としての悩みやその後の「画家として

のスタンス」が載っており、感銘を受けたのが忘れられま

せん。 

彼が、毎日新聞の月一度の全国・日曜版の裏表紙を任せ

られ、とても嬉しく思うと同時にこんな自分に任されてい 
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いのかとプレッシャーを感じて悩みます。また、絵画は『画家の自己表見』と云われる中

で、自分には強く湧き出すような『斬新な個性』がないと思う彼は、画家の道には不向き

なのではと悩み、壁に突き当たってしまうのです。 

そんな時、読者から届いた「イライラしていた気持ちが安らいだ」「絵の中の光から元気

をもらった」という感想の中に、「あなたの絵を見て希望の光を感じました。やはり生き続ける

ことにしました」というものがあったそうです。また、生前の母が「あんたの絵を見ていたら、

心がほっとする」とよく言われていたそうです。彼はこれらの感想や激励のことばによって、

「絵における自分の進むべき方向」を見出し、２６年間描き続けてこられたのです。 

 

最後に、彼が同じ丹波の地に生まれ育った子供たちに伝えたいこととして･･････ 

「どんな職業を選んでも、どんな道に進んでも、初めからいきなり『プロフェショナル』

なのではありません。誰もが『アマチュア』からスタートします。挫折を経験することが

あっても、受け止め方次第で自分を成長させてくれます。また、回り道をしたとしても、

一歩一歩進んでゆくうちに、少しずつではあっても、夢に近づいてゆくのだと思います」 

というメッセージを書いていました。 (笹倉鉄平展覧会パンフレットより) 

 

私からのお願い････ 来年の「人権ファーラム」には是非ご参加を！！！ 

1/30 「人権フォーラム」の保護者からの『感激した感想』  

 ・わが子はよく６年生のお子様の名前を口にします。とても親切にして下さっているようです。その

ような優しい心が育っているのも芦田小の人権教育の積み重ねがあるからだと改めて感じました。

登下校でも高学年のお子さんはとっても親切にしてくださいます。一人一人が強い気持ちで自分

の意見を述べられていたのに大変感動しました。 

 

 ・例年より人数が少ない学年でしたが、その少なさを感じさせない力強い発表でした。言葉一つ一つ

を堂々と自信を持って発言していたのが素晴らしかったです。圧巻でした。 

 

 ・毎回人権フォーラムのあと、自分を振り返ることができ、子ども達にも深く心に響いた学習を受け

ることができた事、大変喜んでいます。芦田小学校は来年で閉校しますが、青垣小学校になってか

らも、必ず取り入れるべき学習であると強く思います。 

 

１・２月 芦田っ子の「きらり俳句コーナー」       

   おもちはね  ぷっくりしてる  おこりんぼ    １年 田中 みはな                 

 風まつり   春一番に    強くなる     ２年 大西 かえで 

 おに来たら  すぐ豆まいて  ひとあん心    ２年 小林 りょうま 

 くせになる  春のこおりを  わることは    ３年 蘆田 ゆうへい  

節分で    おにといっしょに 「寒さ外」   3年 芦田 なの 

 豆食べる   気づけば数こえ 大あわて     ４年 蘆田 あおい 

 バレンタイン 作って配ると  もう五時に    5年 芦田 ひな 

 暗い夜    明かりを照らす  雪ホタル    ６年 蘆田 けいと 

 すずならす  雪は年々    しんしんと    ６年 蘆田 れん 

 



 

 

 

 


